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アンケート回収率

アンケート回答枚数は全学年計３９４枚でした。
アンケートは世帯に１枚の提出でしたので実質回収率はもう少し高いと思われます。
自由記載欄へのコメントも多くいただきました（別添）

件数（枚） 生徒数（人） 回収率（％）
１年 162 269 60.2
２年 121 250 48.4
３年 111 224 49.6

全学年合計 394 743 53.0



約７割の方がPTAは任意団体（自由入退会制度）であることを知っている結果です。
一年生保護者には、入学式で任意団体であることの説明をし、また、入会届にもその旨記していますが、
結果として３割の方はご存知ないまま入会されています。
学年が上がるごとに認知度が上がることはないこともわかりました。
周知を進め、同意の上入会していただくよう努めます。



回答いただいた方の約８割が、PTAは「負担が多い」 「やりたくない」「という回答でした。
過半数以上が「負担」を感じている結果となりました。
委員の負担軽減や、積極的に参加できるような仕組み作りが必要です。



PTAの役割として、学校や地域との連携、子どもたちの学校生活の整備に重きを置いていることが
わかりました。この結果は、PTAの活動の見直しの貴重な意見として反映させます。



概ね９割の方が目を通していただく機会があるとわかりました。
読みやすい紙面作りを目指します。



ほとんどの方がメール配信サ―ビスを利用されています。



各活動の継続、廃止に関する意見

PTAの活動は「負担である」「やりたくない」という意見が大多数である
のに対して、現在実施している活動には継続の意思があることがわ
かりました。

やりたくないけど、活動は残したいという状態では、ひずみが生まれる
ことは間違いありません。

保護者本人のためだけではなく、子どもや学校、地域のために積極的
に集えるPTAであるにはどうしたらいいか考えさせられます。



継続希望が上回るが、コメントでは、「誰が山中の生徒かもわからない」
「問題があってもPTAで解決できない」など否定的な意見が多くみられました。



廃止の意見が多くみられました。否定的コメントも多くありました。
次年度は、費用対効果を考慮し、見直しが必要と考えます。



継続希望者多数です。
小学６年生にまで声をかけてはどうかとコメントもありました。
引き続き継続します。



継続希望者多いものの、コメントでは「PTAの仕事かどうか」
「卒業式などのみ購入でいいのでは？」という意見があった。
また、春植えのプランターの夏休み中の水やりに負担を
感じている委員の声もあった。



継続の割合が多いが、「学校からのプリントで十分という声も
多かった。
PTAの広報誌であれば、PTA活動に関する紙面に見直しが必要。



廃止の割合の多い活動。
平日であったり、参加できる人が限られていることも課題であり、
継続であれば、見直しも必要。



指名委員をなくしていいのかどうか、わからないという意見の通り
「不明」の割合も多かった。
個人情報保護法改正の影響を受け、候補者を絞れなくなったことより
活動方法の見直しが必要。



運営委員会では、開催回数が多いとの意見もあった。
飲料配布は、必要ないという意見もあった。



参加した人数が少ないため、不明の意見が多かったが、
動員であればやめてほしいという意見もあった。



Q8 活動をしていて「不要ではないか？」と感じた活動がありましたか？
あった なかった わからない

8 11 14

あった なかった わからない

13 17 18

あった なかった わからない

14 16 29

計 35 44 61

Q９ 委員数は適正でしたか？
多い 少ない ちょうどいい わからない

3 3 18 9

多い 少ない ちょうどいい わからない

4 0 31 10

多い 少ない ちょうどいい わからない

4 1 36 18

計 11 4 85 37
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